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Wideband frequency conversion method based on photonic double mixing using multiple optical 
sub-carriers is proposed. The frequency conversion efficiency of this mixer strongly affects the 
scalability of the access network scalability. The requirement to obtain the same scalability as the 






アを用いた photonic double mixing を図１に示す。まず、初段の UTC-PD において、信号光
とサブキャリア光を mixing することによって、ミリ波領域に周波数変換を行う。次に、こ
の周波数変換された信号光を所望の周波数に変換するため、２本のサブキャリアの beat 信
号によって生成された local 光によって、再度 mixing を行う。図２は、この周波数変換効率
とフルコヒーレント方式をベースとした光アクセスシステムのスケーラビリティの関係を
示した。光配線網は既設の光スプリッタが配置されているシングルモード光ファイバ網と
した。Photo double mixing による変換効率が向上するほど、同一光スプリッタ配下に収容で
きるリモート基地局が増加する。インライン光増幅器の利得を 20dB とした場合、既設の
PON システムと同等の ONU 数（リモート基地局数）である 32 を実現するためには、目標
とする周波数変換効率はおよそ-30dB である。 
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